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福井市ソフトボール協会 

審 判 委 員 会 

◎『２０２０ オフィシャル ソフトボールルール』の主な改正点 

 

１ オフィシャル ソフトボールルール編 

（１） ３−５項 マスク・プロテクター・レガース・ヘルメット 【３７P】 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       

《改正趣旨》 

捕手用のマスク及びヘルメットの着用について、従来から予告のとおり本年度より着用の

義務化を正式なルールとして明記した。 

 

（２）３−７項 ユニフォーム 【４０ｐ】関連６２ｐ 

 

 

 

 

 

《改正趣旨》 

アームスリーブの使用については、 

本年度から JSA が「一定のルール」を 

規定し、正式な着用について明記した。 

 また、通常のアンダーシャツの色の 

統一も合わせて改正を行った。 

 

 

（２０１９年） 

１． マスク・捕手用ヘルメット 

（注１）捕手用ヘルメットは JSA 検定

マークが入っているものを着用するこ

とが望ましい。 

（注２）捕手用マスクは SG マークが

入っているものを着用することが望ま

しい。 

（２０２０年） 

１． マスク・捕手用ヘルメット 

（注１）捕手用ヘルメットは JSA 検定マ

ークが入っているものを着用しなければ

ならない。 

（注２）捕手用マスクは SG マークが入っ

ているものを着用しなければならない。 

 

（２０１９年） 

規程なし 

４としてアンダーシャツ

規定を新設 

（２０２０年） 

４．アンダーシャツ 

（１）プレイヤーのアンダーシャツは同色でなけれ

ばならない。すべてのプレイヤーがアンダーシャツ

を着用することは必須ではないが、一人でもアンダ

ーシャツを着用する場合は、他のプレイヤーは同色

のものを着用しなければならない。 

また、どのプレイヤーも、露出したアンダーシャツ

がほつれ、擦り切れたり、スリットが入ったものを

着用してはならない。 

（２）アームスリーブ（腕の保護ガード）を着用す

る場合は、アンダーシャツの着用と同様のルールを

適用し、両腕にアンダーシャツと同色のものを着用

しなければならない。 

（注）片腕のみの使用は禁止する。 
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（３）７−１項 次打者 【６９ｐ】 

 

 

 

 

 

 

 

《改正趣旨》 

国際ルールの改正に先駆けて、JSA ルールでは安全面を考慮し、義務化を正式なルールとし

て明記した。（これに違反したことによるチームに対するペナルティは課されない。） 

 

（４）その他文言・字句修正 

 

（５）記録関係修正（一部） 

ページ数   

 

１ 

１６P １−４０項 故意四球 

（注１）通告時、すでに投球した数だけ投球数に加える。 

わ か り や す

い表現修正 

２ １１６P １２−２項 ボックススコア 

２（４） （略）ただし、代走等で打席につかなかった

プレイヤーには、・・・・・・・・・ 

代 走 以 外 の

ケ ー ス も あ

るため 

 ページ

数 

ルール項目 改正趣旨 

２０１９ ２０２０ 

１ １０P １−２項 アピールプレイ 

（７）不正再出場したとき。 

１−２項 アピールプレイ 

（７）再出場違反があった

とき。 

わ か り や す

い表現修正 

３ ５５P ５−３項 正式の試合 

６ 没収試合 

（注）当該審判員 

５−３項 正式の試合 

６ 没収試合 

（注）担当審判員 

 

  〃 

４ ５６P ５−６項 タイブレーカー ５−６項 タイブレーク 字句修正 

５ ６９P ７−２項 打撃の順序 

効果２項（２） 

（正・不正にかかわらず） 

７−２項 打撃の順序 

効果２項（２） 

（正しい投球・不正投球に

かかわらず） 

わ か り や す

い表現修正 

（２０１９年） 

２．次打者は次打者席で待機しな

ければならない。なお、一塁側・

三塁側どちらの次打者席で待機

してもよい。 

（２０２０年） 

２．次打者は次打者席で待機しなけれ

ばならない。なお、安全性を考慮し、

打席にいる打者が右打者の場合は三

塁側、左打者の場合は一塁側の次打者

席で待機しなければならない。 



 

3 

 

２ 競技者必携編 

（１）審判員規程 第５条 公認審判の登録【１７P】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《改正趣旨》 

新・審判ウェアの導入に伴い、年度ワッペンの取扱いを変更した。従来のウェア着用の取扱

いは、これまでどおり左腕に佩用する。ただし、佩用しない場合、ワッペン下地の白マジッ

ク生地はとりはずし、着用してよい。いずれにしてもワッペンの携帯は義務付けとなる。 

 

（２） ４ 用具について （６）ロジン【３６P】 

 

 

 

 

 

 

 

《改正趣旨》 

布に滑り止めを染みこませたロジン「ゴリラ」の使用が国際ルールでは認められているため、

JSA ルールでもこれに追随し、使用を認めるため文言の修正を加え、改正した。 

 

（３） ５ プレイヤーの交代 （５）テンポラリーランナー【３８P、３９P】 

 

 

 

 

 

（２０１９年） 

２ 公認審判員に登録された者に

は、会⾧より所属支部⾧を通じてそ

の年度のワッペンが交付される。ワ

ッペンは左腕に佩用する。 

３ 公認審判員はその年度のワッ

ペンをつけなければ、すべての公式

試合の審判員とは認められない。 

（２０２０年） 

２ 公認審判員に登録された者には、

会⾧より所属支部⾧を通じてその年

度のワッペンが交付される。 

３ 公認審判員はその年度のワッペ

ンを携帯しなければ、すべての公式試

合の審判員とは認められない。 

 

（２０１９年） 

（６）ロジンバック 

（全国大会では大会本部が準備す

るものとする） 

（２０２０年） 

（６）ロジン 

（全国大会では大会本部で準備する。

ただし、チームが持参したものであっ

ても事前に審判員の確認をうけたも

のであれば使用することができる） 

（２０２０年） 

（５）テンポラリーランナー 

（注１）テンポラリーランナーが出血した

場合、代替プレイヤーを使用することはで

きない。 

（注２）テンポラリーランナーを使用した

場合、テンポラリーランナーが負傷しても 

（２０１９年） 

テンポラリーランナーの出場

可否や制約のケースについて

注釈を追記した。 
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なお、３９P に記載されている守備位置の 

変更通告に関する規定に「攻撃中に守備位置 

の変更通告」ができない旨の注釈が追記 

された。理由は、テンポラリーランナーに替 

わる走者の交代通告だけで良いという意味で 

追記された。（守備位置の変更通告までしなくてよい） 

 

（４） ７ 投球にについて （６）故意四球  【７２P】 

 

 

 

 

 

 

（５） 審判員の基本動作 

 ページ

数 

項  目 追記内容 

 

１ ８８P 投球の停止（ドントピッチ） 

 プレイ再開時を追記 

再開するときは、ʻプレイʻのコールとゼ

スチュアを行う。 

 

（６） 審判員の位置および動き 

１ １０９P １．責任分担 二塁塁審の分担に三塁が加わった。 

 この改正によりこれまでの二塁塁審の動きに新しい責任分担が追加されたため、下記の

状況で従来の球審、一塁、三塁塁審のローテーションが変更しています。これまでと変わら

ないケースと変わるケースの違いを、ルールブックの図解を見て理解して下さい。                                         

１１０P 走者のいない場合 飛球を三塁が追う 二塁はダイヤモンドの内側 

１１２P 走者二塁の場合 飛球を二塁が追う 三塁は二塁と一塁判定に備える 

１１３P 走者三塁の場合 飛球を二塁が追う 一塁は本塁判定に備える 

１１４P 走者一、二塁の場合 飛球を二塁が追う 三塁は二塁と一塁判定に備える 

１１５P 走者一，三塁の場合 飛球を二塁が追う 球審は三塁、一塁は本塁の判定

に備える 

１１６P 走者二，三塁の場合 必携参照 必携参照 

１１７P 走者満塁の場合 必携参照 必携参照 

 

（２０１９年） 

規定なし 

連続で故意四球を与える場合

の「手順」について明記 

（２０２０年） 

（１０）守備側チームから「２人の打者に

故意四球を与える」と通告があった場合、

最初の打者が一塁に達した後に、２番目の

打者を打席に入れて、一塁に進塁させる。 

再び捕手を走者に戻すことはできない。 

（３）（注１）（注２）のような場合テンポ

ラリーランナーを交代させるには、正しい

控え選手と交代させなければならない。 


